
活動指針レベル２における５施設の対応 

 
５月１日に取りまとめた学生アンケートにおいて、学生から入構制限緩和を

求める要望の高かった５施設（健康支援センター、学生室、図書館、キャリア

支援センター、研究室）について、本学活動指針のレベル２においては、以下

の感染防止対策を行った上で、施設利用を認めることとする。 
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・入室時に

手指のアル
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・入館時に手指の
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・電車やバスな

どを危険と感じ

ている学生に登

校を強要しない 
（共通） 
・「３密」（密集、密接、密閉）の回避 
身体的距離の確保、必要に応じて、施設室内の人数制限、時間制限を行う 

・健康チェック（体温測定等）の徹底 
・マスクの着用、手洗い 

 


